
障害者活躍推進計画

機関名 田辺市教育委員会

任命権者 田辺市教育委員会教育長

計画期間 令和２年４月１日から令和３年３月31日まで

田辺市（市長部局）における障害
者雇用に関する課題

　　田辺市教育委員会は、法定雇用率未達成を受け、令和元年度に職務の選定・創出に取
り組んだが、幼稚園教諭、幼稚園預かり保育員、学校教育指導主事、小中学校事務員・用
務員、特別支援教育支援員、不登校児童適応指導員、子どもの居場所づくり活動支援員、
公民館主事、生涯学習指導員など、専門的業務を単独で担う業務に従事する職員が多数
在籍している。
　　これらの業務は、障害者の任免状況通報にかかる旧除外職員及びそれに類似する業務
に従事している職員であり、業務の特性から障害者の新たな雇用につながる職務の選定・
創出ができなかった。それ以外の業務で障害者の新たな雇用につながる職務の選定・創出
にも限りがあったことから、法定雇用率達成には至らなかった。
　障害者の新たな雇用につながる職務の選定・創出が大きな課題である。

目標

 ①採用に関する目標 【実雇用率】
（令和３年３月31日時点）　2.50%以上
（参考）令和２年３月31日時点の実雇用率　1.00%（３.５人不足）
　　　　令和元年６月１日時点の実雇用率　0.00%（６人不足）
（評価方法）毎年の任免状況通報により把握・進捗管理

 ②定着に関する目標 ・不本意な離職者を極力生じさせない。

 ③満足度、ワーク・エンゲージ
　　メントに関する目標

【ワークエンゲージメント】
実態に関するデータを収集する。

 ④キャリア形成に関する目標 【障害者が担当する職務の拡大】
・障害者の新たな雇用につながる職務の選定・創出に取り組む。
・障害者である職員の活躍につながる職務の選定・創出を検討する。

取組内容

　(1)組織面 ・障害者雇用推進者として教育総務課長を選任する。
・田辺市における各任命権者ごとに選任した障害者雇用推進者及び障害者職業生活相談
員等で「障害者雇用促進チーム」を組織し、原則として年１回以上、本計画の実施状況の点
検・見直し等を行う。
・紀南障害者就業・生活支援センターと連携し、本計画の推進に向けた情報共有を図る。

　(2)人材面 ・和歌山労働局の「精神・発達障害者しごとサポーター養成講座」に参加させ、障害の特性
や共に働くうえでの必要な配慮についての理解、促進を図る。

・職務整理表や組織内アンケート等を活用し、職務の選定・創出の検討を行う。

　(1)職務環境 ・障害者でない職員に対して利用制限しているエレベーターの利用について、障害の特性に
応じて利用を認める。
・障害者から要望があった場合は、就労支援機器の導入を検討する。
・障害者の特性に応じた作業マニュアル等の見直しを行う。
　なお、上記の対応を行うに当たっては、障害者からの要望や障害の特性を踏まえつつも、
過度な負担にならない範囲で適切に行う。

　(2)募集・採用 ・障害者を対象とした選考試験による採用を行う場合は、職場実習を積極的に活用する。

　(3)働き方 ・障害者からの要望や障害の特性を踏まえ、週所定労働時間20時間以上30時間未満の勤
務を認める。

　(4)キャリア形成 ・障害者の希望や障害の特性を踏まえつつ、専門職の会計年度任用職員の職務内容に応
じて研修を行う。

　(5)その他の人事管理 ・所属長は、随時面談を行う等により、障害者の状況や体調の把握を行う。
・中途障害者（在職中に疾病・事故等により障害者となった者をいう。）からの希望や障害の
特性を踏まえて、職務の選定や職場環境の整備等を検討する。

・「田辺市障害者就労施設等からの物品調達の推進を図るための方針」に基づき、障害者
就労施設等からの物品等の調達の推進を図る。

１．障害者の活躍を推進する体制整備

３．障害者の活躍を推進するための環境整備・人事管理

４．その他

２．障害者の活躍の基本となる職務の選定・創出


